
R1施設利用者数



R2







R3施設利用者数

県民の森名（館山野鳥の森）

(人数単位：人)

全体計

入園者数
有料
施設

ｲﾍﾞﾝﾄ 木工室 ふれあい野鳥館 多目的ホール 広場
無料
施設

（A)+(B) 室数 人数 棟数 人数 ｻｲﾄ数 人数 ｻｲﾄ数 人数 回数 人数 回数 人数
小計
（A)

人数 人数 人数 人数 人数
小計
（B)

4月 3,146 0 20 6 2,205 142 773 3,146

5月 4,634 0 27 16 3,665 309 617 4,634

6月 3,516 0 15 3 2,866 278 354 3,516

7月 4,417 0 35 4 3,449 306 623 4,417

8月 3,621 0 69 0 2,482 168 902 3,621

9月 3,116 0 0 13 2,470 139 494 3,116

10月 4,671 0 6 62 3,155 197 1,251 4,671

11月 5,272 0 21 18 3,983 239 1,011 5,272

12月 4,013 0 33 2 3,162 213 603 4,013

1月 8,091 0 13 13 6,434 316 1,315 8,091

2月 3,504 0 0 9 2,791 164 540 3,504

3月 4,365 0 0 31 3,080 204 1,050 4,365

累計 52,366 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 239 177 39,742 2,675 9,533 52,366

注１）数量については、各施設の単位による。（expキャンプ場○○区画、テニスコート○○面ｅｔｃ。

注２）大幅に入園者数が増減したとき又は、極端に利用の少ない個別施設があるときは、その要因を分析し別紙へ記載すること

無　　料　　施　　設
　　　項目

 月

有　　料　　施　　設



R1施設利用料等
県民の森名（館山県民の森）



R2



R3施設利用料等
県民の森名（館山野鳥の森）

(金額単位：円)
　　項目 合計
　月 （A)+(B) 小計（A)

4月 184,465 0
5月 208,665 0
6月 291,977 0
7月 495,652 0
8月 304,533 0
9月 305,861 0

10月 432,512 0
11月 451,844 0
12月 578,793 0
１月 370,692 0
２月 251,654 0
３月 407,052 0

累計 4,283,700 0 0 0 0 0 0 0 0

　　項目

　月 イベント 販売 自販機 その他 雑収入 小計（B)
4月 20,620 143,029 20,816 184,465
5月 30,120 149,866 28,679 208,665
6月 21,360 191,062 29,712 49,843 291,977
7月 27,280 415,959 23,730 28,683 495,652
8月 22,080 207,677 31,204 43,572 304,533
9月 4,160 128,742 30,108 142,851 305,861

10月 27,040 186,909 39,693 178,870 432,512
11月 75,060 215,722 26,179 134,883 451,844
12月 113,640 338,526 28,139 98,488 578,793
１月 14,560 265,362 22,606 68,164 370,692
２月 2,880 144,044 104,730 0 251,654
３月 9,920 217,554 21,638 157,940 407,052

累計 368,720 2,604,452 407,234 0 0 0 903,294 4,283,700
※　その他はどういうものか分類を欄外に記載してください。

利　　用　　料　　収　　入

自　　主　　事　　業　　収　　入



R1収支決算（合算）

県民の森名（館山野鳥の森）

【収入の部】 （金額単位：円）

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

指定管理料(受託料) 県からの管理運営委託料 22,000,000 22,000,000 0

有料施設利用料 利用料収入 0 0 0

自主事業収入 3,275,000 3,895,692 620,692

その他 0

収入合計 25,275,000 25,895,692 620,692

【支出の部】

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

報酬 0 1,511,584 1,511,584

人件費 賃金、法定福利費、通勤費等 16,869,000 16,996,588 127,588

報償費 講師謝礼 31,000 26,727 △ 4,273

旅費・交通費 電車・バス等 88,000 53,800 △ 34,200

備品・消耗品費 事務用品・衛生備品等 1,238,000 990,826 △ 247,174

使用料及び賃借料 リース料、レンタル料 330,000 241,085 △ 88,915

燃料費 ガソリン、灯油 155,000 123,131 △ 31,869

印刷製本費 コピー機カウント料金 206,000 81,000 △ 125,000

光熱水費 電気、ガス、水道料等 1,556,000 1,577,935 21,935

修繕費 施設・備品の修繕 534,000 342,092 △ 191,908

通信運搬費 電話、郵便、宅配便 189,000 171,703 △ 17,297

手数料 振込手数料等、廃棄物処分費 31,000 25,330 △ 5,670

広告宣伝費 広告、プロモーション 16,000 7,371 △ 8,629

保険料 損害保険、自動車保険 35,000 23,800 △ 11,200

委託料 浄化槽保守点検、機械警備等 682,880 661,928 △ 20,952

負担金 諸会費 28,000 32,400 4,400

租税公課費 消費税、印紙税、市民税等 1,786,000 1,765,100 △ 20,900

食事材料費 自主事業費、雑費 0 0 0

その他（上記以外の経費）間接費、本社経費等 1,719,000 1,887,253 168,253

支出合計 25,493,880 26,519,653 1,025,773



R1収支決算（指定管理業務）

県民の森名（館山野鳥の森）

【収入の部】 （金額単位：円）

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

指定管理料(受託料) 県からの管理運営委託料 22,000,000 22,000,000 0

有料施設利用料 利用料収入

自主事業収入

その他

収入合計 22,000,000 22,000,000 0

【支出の部】

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

報酬 1,284,185 1,284,185

人件費 賃金、法定福利費、通勤費等 16,313,000 14,439,658 △ 1,873,342

報償費 講師謝礼 0

旅費・交通費 電車・バス等 44,000 26,040 △ 17,960

備品・消耗品費 事務用品・衛生備品等 791,000 752,156 △ 38,844

使用料及び賃借料 リース料、レンタル料 330,000 167,078 △ 162,922

燃料費 ガソリン、灯油 136,000 121,067 △ 14,933

印刷製本費 コピー機カウント料金 206,000 81,000 △ 125,000

光熱水費 電気、ガス、水道料等 1,524,000 1,548,922 24,922

修繕費 施設・備品の修繕 447,000 342,092 △ 104,908

通信運搬費 電話、郵便、宅配便 186,000 166,710 △ 19,290

手数料 振込手数料等、廃棄物処分費 29,000 24,010 △ 4,990

広告宣伝費 広告、プロモーション 16,000 2,371 △ 13,629

保険料 損害保険、自動車保険 29,000 18,800 △ 10,200

委託料 浄化槽保守点検、機械警備等 617,000 661,928 44,928

負担金 諸会費 28,000 19,400 △ 8,600

租税公課費 消費税、印紙税、市民税等 1,625,000 1,501,324 △ 123,676

食事材料費 自主事業費、雑費 0

その他（上記以外の経費）間接費、本社経費等 74,000 97,440 23,440

支出合計 22,395,000 21,254,181 -1,140,819



R1収支決算（自主事業）

県民の森名（館山野鳥の森）

【収入の部】 （金額単位：円）

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

指定管理料(受託料) 県からの管理運営委託料 0

有料施設利用料 利用料収入 0

自主事業収入 3,275,000 3,895,692 620,692

その他 0

収入合計 3,275,000 3,895,692 620,692

【支出の部】

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

報酬 227,399 227,399

人件費 賃金、法定福利費、通勤費等 556,000 2,556,930 2,000,930

報償費 講師謝礼 31,000 26,727 △ 4,273

旅費・交通費 電車・バス等 44,000 27,760 △ 16,240

備品・消耗品費 事務用品・衛生備品等 447,000 238,670 △ 208,330

使用料及び賃借料 リース料、レンタル料 0 74,007 74,007

燃料費 ガソリン、灯油 19,000 2,064 △ 16,936

印刷製本費 コピー機カウント料金 0

光熱水費 電気、ガス、水道料等 32,000 29,013 △ 2,987

修繕費 施設・備品の修繕 87,000 △ 87,000

通信運搬費 電話、郵便、宅配便 3,000 4,993 1,993

手数料 振込手数料等、廃棄物処分費 2,000 1,320 △ 680

広告宣伝費 広告、プロモーション 5,000 5,000

保険料 損害保険、自動車保険 6,000 5,000 △ 1,000

委託料 浄化槽保守点検、機械警備等 0

負担金 諸会費 13,000 13,000

租税公課費 消費税、印紙税、市民税等 105,000 263,776 158,776

食事材料費 自主事業費、雑費 0

その他（上記以外の経費）間接費、本社経費等 1,308,000 1,789,813 481,813

支出合計 2,640,000 5,265,472 2,625,472



県民の森名（館山野鳥の森）

【収入の部】 （金額単位：円）

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

指定管理料(受託料) 県からの管理運営委託料 22,000,000 22,038,000 38,000

有料施設利用料 利用料収入 0 0 0

自主事業収入 4,232,000 2,770,540 △ 1,461,460

その他 0 2,556,004 2,556,004

収入合計 26,232,000 27,364,544 1,132,544

【支出の部】

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

報酬 0 7,851,411 7,851,411

人件費 賃金、法定福利費、通勤費等 17,128,000 12,945,546 △ 4,182,454

報償費 講師謝礼 39,000 12,250 △ 26,750

旅費・交通費 電車・バス等 127,000 74,600 △ 52,400

備品・消耗品費 事務用品・衛生備品等 780,000 739,281 △ 40,719

使用料及び賃借料 リース料、レンタル料 286,000 239,694 △ 46,306

燃料費 ガソリン、灯油 154,000 94,294 △ 59,706

印刷製本費 コピー機カウント料金 131,000 0 △ 131,000

光熱水費 電気、ガス、水道料等 1,583,000 1,205,811 △ 377,189

修繕費 施設・備品の修繕 231,000 166,783 △ 64,217

通信運搬費 電話、郵便、宅配便 185,000 179,881 △ 5,119

手数料 振込手数料等、廃棄物処分費 30,000 104,664 74,664

広告宣伝費 広告、プロモーション 15,000 5,000 △ 10,000

保険料 損害保険、自動車保険 55,000 41,400 △ 13,600

委託料 浄化槽保守点検、機械警備等 682,880 682,956 76

負担金 諸会費 30,000 15,000 △ 15,000

租税公課費 消費税、印紙税、市民税等 1,786,000 15,300 △ 1,770,700

食事材料費 自主事業費、雑費 0 0 0

その他（上記以外の経費）間接費、本社経費等 1,719,000 3,159,686 1,440,686

支出合計 24,961,880 27,533,557 2,571,677

R2収支決算（合算）



県民の森名（館山野鳥の森）

【収入の部】 （金額単位：円）

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

指定管理料(受託料) 県からの管理運営委託料 22,000,000 22,038,000 38,000

有料施設利用料 利用料収入 0

自主事業収入 0

その他 0

収入合計 22,000,000 22,038,000 38,000

【支出の部】

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

報酬 5,862,067 5,862,067

人件費 賃金、法定福利費、通勤費等 16,548,000 11,099,988 △ 5,448,012

報償費 講師謝礼 0 0

旅費・交通費 電車・バス等 44,000 36,750 △ 7,250

備品・消耗品費 事務用品・衛生備品等 539,000 560,104 21,104

使用料及び賃借料 リース料、レンタル料 286,000 164,340 △ 121,660

燃料費 ガソリン、灯油 147,000 94,294 △ 52,706

印刷製本費 コピー機カウント料金 131,000 △ 131,000

光熱水費 電気、ガス、水道料等 1,551,000 1,176,796 △ 374,204

修繕費 施設・備品の修繕 209,000 166,783 △ 42,217

通信運搬費 電話、郵便、宅配便 182,000 175,603 △ 6,397

手数料 振込手数料等、廃棄物処分費 28,000 103,980 75,980

広告宣伝費 広告、プロモーション 15,000 5,000 △ 10,000

保険料 損害保険、自動車保険 48,000 40,400 △ 7,600

委託料 浄化槽保守点検、機械警備等 683,000 682,956 △ 44

負担金 諸会費 30,000 5,000 △ 25,000

租税公課費 消費税、印紙税、市民税等 16,000 15,300 △ 700

食事材料費 自主事業費、雑費 0

その他（上記以外の経費）間接費、本社経費等 177,000 1,763,285 1,586,285

支出合計 20,634,000 21,952,646 1,318,646

R2収支決算（指定）



県民の森名（館山野鳥の森）

【収入の部】 （金額単位：円）

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

指定管理料(受託料) 県からの管理運営委託料 0

有料施設利用料 利用料収入 0

自主事業収入 物販収入・賃借料収入・参加費等 4,232,000 2,770,540 △ 1,461,460

その他 2,556,004 2,556,004

収入合計 4,232,000 5,326,544 1,094,544

【支出の部】

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

報酬 1,989,344 1,989,344

人件費 賃金、法定福利費、通勤費等 580,000 1,845,558 1,265,558

報償費 講師謝礼 39,000 12,250 △ 26,750

旅費・交通費 電車・バス等 83,000 37,850 △ 45,150

備品・消耗品費 事務用品・衛生備品等 241,000 179,177 △ 61,823

使用料及び賃借料 リース料、レンタル料 75,354 75,354

燃料費 ガソリン、灯油 7,000 △ 7,000

印刷製本費 コピー機カウント料金 0

光熱水費 電気、ガス、水道料等 32,000 29,015 △ 2,985

修繕費 施設・備品の修繕 22,000 △ 22,000

通信運搬費 電話、郵便、宅配便 3,000 4,278 1,278

手数料 振込手数料等、廃棄物処分費 2,000 684 △ 1,316

広告宣伝費 広告、プロモーション 0

保険料 損害保険、自動車保険 7,000 1,000 △ 6,000

委託料 浄化槽保守点検、機械警備等 0

負担金 諸会費 10,000 10,000

租税公課費 消費税、印紙税、市民税等 0

食事材料費 自主事業費、雑費 0

その他（上記以外の経費）間接費、本社経費等 1,541,000 1,396,401 △ 144,599

支出合計 2,557,000 5,580,911 3,023,911

R2収支決算（自主）



県民の森名（館山野鳥の森）

【収入の部】 （金額単位：円）

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

指定管理料(受託料) 県からの管理運営委託料 22,000,000 22,000,000 0

有料施設利用料 利用料収入 0 0 0

自主事業収入 3,448,000 3,381,406 △ 66,594

その他 0 902,294 902,294

収入合計 25,448,000 26,283,700 835,700

【支出の部】

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

報酬 6,775,000 2,739,828 △ 4,035,172

人件費 賃金、法定福利費、通勤費等 14,735,000 16,494,275 1,759,275

報償費 講師謝礼 39,000 32,295 △ 6,705

旅費・交通費 電車・バス等 94,000 78,160 △ 15,840

備品・消耗品費 事務用品・衛生備品等 794,000 686,629 △ 107,371

使用料及び賃借料 リース料、レンタル料 271,000 306,041 35,041

燃料費 ガソリン、灯油 149,000 118,729 △ 30,271

印刷製本費 コピー機カウント料金 12,000 0 △ 12,000

光熱水費 電気、ガス、水道料等 1,528,000 1,298,247 △ 229,753

修繕費 施設・備品の修繕 242,000 182,916 △ 59,084

通信運搬費 電話、郵便、宅配便 186,000 176,326 △ 9,674

手数料 振込手数料等、廃棄物処分費 119,000 24,434 △ 94,566

広告宣伝費 広告、プロモーション 15,000 7,389 △ 7,611

保険料 損害保険、自動車保険 50,000 30,440 △ 19,560

委託料 浄化槽保守点検、機械警備等 682,880 737,440 54,560

負担金 諸会費 30,000 19,400 △ 10,600

租税公課費 消費税、印紙税、市民税等 1,786,000 1,953,029 167,029

食事材料費 自主事業費、雑費 0 1,313,995 1,313,995

その他（上記以外の経費）間接費、本社経費等 1,719,000 227,611 △ 1,491,389

支出合計 29,226,880 26,427,184 △ 2,799,696

R3収支決算（合算）



県民の森名（館山野鳥の森）

【収入の部】 （金額単位：円）

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

指定管理料(受託料) 県からの管理運営委託料 22,000,000 22,000,000 0

有料施設利用料 利用料収入 0

自主事業収入 物販収入・賃借料収入・参加費等 0

その他 0

収入合計 22,000,000 22,000,000 0

【支出の部】

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

報酬 6,775,000 2,739,828 △ 4,035,172

人件費 賃金、法定福利費、通勤費等 13,786,000 15,092,038 1,306,038

報償費 講師謝礼 0 0

旅費・交通費 電車・バス等 44,000 53,740 9,740

備品・消耗品費 事務用品・衛生備品等 550,000 491,909 △ 58,091

使用料及び賃借料 リース料、レンタル料 271,000 236,944 △ 34,056

燃料費 ガソリン、灯油 142,000 105,274 △ 36,726

印刷製本費 コピー機カウント料金 12,000 △ 12,000

光熱水費 電気、ガス、水道料等 1,496,000 1,244,926 △ 251,074

修繕費 施設・備品の修繕 220,000 182,916 △ 37,084

通信運搬費 電話、郵便、宅配便 183,000 173,524 △ 9,476

手数料 振込手数料等、廃棄物処分費 117,000 24,104 △ 92,896

広告宣伝費 広告、プロモーション 15,000 389 △ 14,611

保険料 損害保険、自動車保険 43,000 23,440 △ 19,560

委託料 浄化槽保守点検、機械警備等 682,880 737,440 54,560

負担金 諸会費 30,000 19,400 △ 10,600

租税公課費 消費税、印紙税、市民税等 1,648,000 1,695,100 47,100

食事材料費 自主事業費、雑費 0

その他（上記以外の経費）間接費、本社経費等 225,000 190,290 △ 34,710

支出合計 26,239,880 23,011,262 △ 3,228,618

R3収支決算（指定）



県民の森名（館山野鳥の森）

【収入の部】 （金額単位：円）

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

指定管理料(受託料) 県からの管理運営委託料 0

有料施設利用料 利用料収入 0

自主事業収入 物販収入・賃借料収入・参加費等 3,448,000 3,381,406 △ 66,594

その他 902,294 902,294

収入合計 3,448,000 4,283,700 835,700

【支出の部】

区　　分 経費の内容 当年度予算 当年度決算 差　引 備　考

報酬 0

人件費 賃金、法定福利費、通勤費等 949,000 1,402,237 453,237

報償費 講師謝礼 39,000 32,295 △ 6,705

旅費・交通費 電車・バス等 50,000 24,420 △ 25,580

備品・消耗品費 事務用品・衛生備品等 244,000 194,720 △ 49,280

使用料及び賃借料 リース料、レンタル料 69,097 69,097

燃料費 ガソリン、灯油 7,000 13,455 6,455

印刷製本費 コピー機カウント料金 0

光熱水費 電気、ガス、水道料等 32,000 53,321 21,321

修繕費 施設・備品の修繕 22,000 △ 22,000

通信運搬費 電話、郵便、宅配便 3,000 2,802 △ 198

手数料 振込手数料等、廃棄物処分費 2,000 330 △ 1,670

広告宣伝費 広告、プロモーション 7,000 7,000

保険料 損害保険、自動車保険 7,000 7,000 0

委託料 浄化槽保守点検、機械警備等 0

負担金 諸会費 0

租税公課費 消費税、印紙税、市民税等 138,000 257,929 119,929

食事材料費 自主事業費、雑費 1,313,995 1,313,995

その他（上記以外の経費）間接費、本社経費等 1,494,000 37,321 △ 1,456,679

支出合計 2,987,000 3,415,922 428,922

R3収支決算（自主）





R2







R3イベントの開催実績
県民の森名（館山野鳥の森）

NO 年月日

イベント名

人数
参加費
（円）

内容

ねらい

ねらいに対しての結果

2 4月24日

木彫りの小鳥を作ろう

9 1,100

バルサ材を使って身近な野鳥の姿を再現する。

野鳥の魅力と、物作りの楽しさを提供するともに、施設の利用促進を図る。

野鳥の形や色などの特徴を講師が詳しく説明しながら製作したことで参加者の野鳥への
関心を高めることができた。参加者に好評であったので、今後のイベント参加にもつな
がったと思われる。

1 4月10日

草木が芽吹く春の植物観察会

11 800

野鳥の森園内を散策して、春の植物を観察する。

園内で、春の植物を観察したり展望台からの景色を堪能することで、施設の利用促進を
図る。

園内を散策しながら植物の特徴や名前の由来、活用方法などを講師が説明し、野鳥の森
の春の自然を楽しみながら学んでもらうことができた。内容も好評で今後のイベント参
加にもつながったと思われる。

4 5月29日

初夏の潮騒ハイキング

17 1,000

初夏の房総フラワーライン（平砂浦海岸）から野島埼灯台まで、海浜植物や野鳥を観察
しながらハイキングを楽しむ。

自然観察や雄大な景色を楽しみながら、地域の自然や歴史・文化も紹介し、参加者の健
康増進を図るとともに地域の魅力も発信し地域振興に貢献する。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため募集人数を25人から20人に減らして実施した。
ハイキングを通して近隣地域の自然や歴史・文化を紹介することができ、地域の魅力の
発信に貢献できた。参加者の感想も好評で、今後のイベント参加にもつながったと思わ
れる。

3 5月15日

初夏の野鳥観察会

10 800

日本野鳥の会会員を講師に招き、野鳥の森園内や周辺の海岸等で野鳥を観察する。

野鳥観察会を通してバードウオッチングの楽しみ方や自然保護の意識の啓発を図るとと
もに施設の利用促進につなげる。

講師が野鳥の特徴や探鳥方法などを詳しく説明しながら行ったことで、バードウオッチ
ングの楽しさを提供することができた。内容も好評で次回の野鳥観察会参加にもつな
がったと思われる。

6 6月26日

和風庭園の箱庭を作ろう

9 1,600

板材を組み合わせて箱型の鉢を作り、コケ・モミジなどを植栽したり石を敷くなどして
小さな和風庭園を作った。

近年人気のある和風庭園を箱型で作り、植栽の指導も行いながらDIYの楽しさを提供する
とともに、施設の利用促進を図る。

参加者は、自分好みの作品ができあがり好評であった。これからも色々なDIY体験をした
い等の意見もあり、今後のイベント参加にもつながったと思われる。

5 6月12日

館山野鳥の森に棲む生き物たち

6 1,000

安房生物愛好会会員を講師に迎え、「野鳥の森周辺の昔と今を知る」・「五感で観察す
る」・「暮らしを知る」をテーマにした座学を行い、その後、座学の補足をしながら園
内に生息する動物の痕跡や、野鳥、昆虫、植物などを観察した。

園内に生息する動物の痕跡や、野鳥、植物、昆虫などを観察しながら自然保護の意識の
啓発を図るとともに、展望台からの景色を堪能することで、施設の利用促進を図る。

講師による座学と、丁寧に説明しながら観察したことで、自然保護の意識の啓発がで
き、内容も好評で今後のイベント参加のにもつながったと思われる。

7 7月10日

夏の涼を演出！竹灯籠イルミネーションをつくろう

中止 2,500

電気ドリルなどで穴をあけデザインを施した竹筒に電球を装着し、オリジナルの竹灯籠
を作る。

色々な工具を使うことで物作りの楽しさを伝えるとともに、施設の利用促進を図る。



R3イベントの開催実績
県民の森名（館山野鳥の森）

NO 年月日

イベント名

人数
参加費
（円）

内容

ねらい

ねらいに対しての結果

8 7月24日

ガラスタイルを使ってオリジナルＬＥＤランプを作ろう

10 1,800

プラスチックのカップにガラスタイルやガラス玉などを貼り付け、中にLDEライトを置い
てオリジナルランプを作る。

子どもでも楽しく製作できるオリジナルランプ作りを通して、物づくりの楽しさや親子
のふれあいの場を提供するとともに、施設の利用促進を図る。

9

7月24日～
7月31日

夏休み工作体験
25

440円～

木の実や貝殻など自然の素材を使って、オリジナル作品を作る。

8月1日～
8月31日

夏休み期間中、子どもでも楽しく参加できるオリジナル作品の製作を通して、物づくり
の楽しさや親子のふれあいの場を提供するとともに、施設の利用促進を図る。

69
自然の素材を活用した工作体験の楽しさと、夏休み期間中の親子のふれあいの場が提供
でき、今後の施設利用にもつながったと思われる。

11 9月11日

クラフトバンドを使った小物作りPart1

中止 1,000
クラフトバンドで手作りの小物を製作する。

身近な素材を使って物作りの楽しさを伝えるとともに、施設の利用促進を図る。

10 8月7日

オリジナル時計作り

中止 1,600

時計盤に木の実や貝殻などを装飾して、オリジナルの掛け時計を作る。

子どもから大人まで、楽しく製作できるオリジナル時計作りを通して、物づくりの楽し
さを提供するとともに、施設の利用促進を図る。

13 10月9日

流木アートを作ろう

3 1,600

流木を組み合わせ、オリジナルのオブジェを製作。

物作りの楽しさを伝えるとともに、施設の利用促進を図る。

参加者は、自分好みの作品ができあがり好評であった。これからも流木を使った体験を
したい等の意見もあり、今後のイベントへの参加にもつながったと思われる。

12 9月25日

クラフトバンドを使った小物作りPart1
（「ピザ焼き体験」中止による代替）

中止 1,000
クラフトバンドで手作りの小物を製作する。

身近な素材を使って物作りの楽しさを伝えるとともに、施設の利用促進を図る。

15 11月6日

手作り鉢とガーデニング教室

12 1,900

木材を使って鉢を作り、秋の草花の寄せ植え教室を行う。

近年人気のあるガーデニング作りと合わせ寄せ植えの指導も行い、秋の草花に触れる機
会を提供するとともに、施設の利用促進を図る。

鉢の作製や寄せ植えの仕方、植物の管理方法を丁寧に説明しながら制作し、参加者に大
変好評であった。今後のイベントへの参加にもつながったと思われる。

14 10月23日

秋惜しむ植物観察会

3 800

野鳥の森園内を散策して、秋の植物を観察。

園内で、秋の植物を観察したり展望台からの景色を堪能することで、施設の利用促進を
図る。

植物の名前の由来や活用の仕方などを、講師が説明しながら観察を行ったので、参加者
に好評であった。今後のイベント参加にもつながったと思われる。



R3イベントの開催実績
県民の森名（館山野鳥の森）

NO 年月日

イベント名

人数
参加費
（円）

内容

ねらい

ねらいに対しての結果

17 12月4日

房総里山ハイキング

19 1,000

房総の里山の自然にふれながら、美しい紅葉で知られる名刹「小松寺」までの約12㎞の
ハイキング。

地域の伝統・文化・自然に触れる機会を提供し、房総の魅力を発信する。

ハイキングを通して近隣地域の自然や歴史・文化を紹介することができ、地域の魅力の
発信に貢献できた。参加者の感想も好評で、今後のイベント参加にもつながったと思わ
れる。

16 11月20日

巣箱と餌台作り

9 1,500

製材加工した板を組み合わせて野鳥の巣箱と餌台を作る。

巣箱作りを通して、身近な野鳥と触れ合う機会を提供するとともに、自然保護の大切さ
を啓発する。

巣箱・餌台の作り方と、設置に適した場所や掛け方などの指導を行ったので、参加者に
好評であった。今後のイベントへの参加にもつながったと思われる。

① 12月11日

出張工作体験教室（海の駅九十九里）  クリスマスリース作り

16

自然素材（木の実・貝殻）や装飾テープなどを使ってクリスマスリースを作製

子どもでも楽しく参加できる門松作りを通して、物づくりの楽しさや親子のふれあいの
場を作るとともに、施設の広報を図る。

工作体験の楽しさと、親子のふれあいの場を提供でき、野鳥の森施設の広報にもつな
がったと思われる。

18 12月18日

正月飾り作り

14 2,000

ミニ門松と、地元に伝わる伝統的な手法で編む正月飾り（しめ縄）を作る。

子供でも作れる「ミニ門松」と、地元に伝わる伝統的な手法で編む「正月飾り（しめ
縄）」を作ることで、正月飾りの意味や飾る時期などについて学ぶとともに地域の伝
統・文化に触れる機会を提供する。

講師が詳しく説明しながら作製したので、参加者に好評であった。来年度の集客にもつ
ながったと思われる。

19 1月8日

冬の野鳥観察会

13 800

野鳥の森園内や周辺の野鳥の観察会を行う。

日本野鳥の会会員を講師に園内及び周辺の海岸等の野鳥を観察し、野鳥の魅力を提供す
るとともに、施設の利用促進を図る。

観察会を通して自然が残る館山野鳥の森と地域の魅力の発信に貢献できた。野鳥の姿や
特徴を講師が分かりやすく説明したことにより、参加者からも好評を得ることができ
た。参加者の野鳥への関心を高めることができ、今後の利用者のリピーター増加につな
がったと思われる。

② 12月27日

出張工作体験教室（海の駅九十九里）  ミニ門松作り

10

部屋にも飾れるミニ門松を作製

子どもでも楽しく参加できる門松作りを通して、物づくりの楽しさや親子のふれあいの
場を作るとともに、施設の広報を図る。

工作体験の楽しさと、親子のふれあいの場を提供でき、野鳥の森施設の広報にもつな
がったと思われる。

21 2月19日

クラフトバンドを使った小物作りPart２

中止 1,000
クラフトバンドでインテリアや小物作りを行う。

身近な素材を使って物づくりの楽しさを伝えるとともに、施設の利用促進を図る。

20 1月22日

レンガ造りの窯でパン作りに挑戦

中止 1,200
生地作りから始め、こねた生地をレンガの窯で焼くまでを体験する。

近年人気のある自作のパン作りを開催することで、施設の利用促進を図る。



R3イベントの開催実績
県民の森名（館山野鳥の森）

NO 年月日

イベント名

人数
参加費
（円）

内容

ねらい

ねらいに対しての結果

＊ イベントの開催計画（実績）を記載すること。

＊ 金額は幅を持たせても構いません。

＊ 計画時に記載していないイベントを年度途中に企画し実施する場合は、

県と協議し、県の了解を得てください。

23 3月19日

流木アートを作ろう

中止 1,000
流木を組み合わせ、オリジナルのオブジェを製作する。

物作りの楽しさを伝えるとともに、施設の利用促進を図る。

22 3月5日

簡単！燻製作り体験

中止 1,600
ダンボール箱や焼き網など身近にある道具を使って燻製器を作りに挑戦する。

身近にある道具を使って燻製作りを開催するとともに、施設の利用促進を図る。


